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はじめに 

TIA は、ISO/IEC 11801 国際規格で使われている光ファイバーの呼称を ANSI/TIA-568.3-D に採用しました。

マルチモード光ファイバーには「OM」の頭文字、シングルモード光ファイバーには「OS」の頭文字を使用します。

この ANSI/TIA-568.3-D の新しい記号表記により、アプリケーションのサポート距離に伴う混乱が緩和されます。

各「OM」には最小モード帯域幅 (MBW) 要件が規定されています。 

最小モード帯域幅 MHz-km 

波長 全モード励振帯域 限定モード励振帯域 

光ファイバー・タイプ： コア径 850 nm 1300 nm 850 nm 

OM1 62.5 µm 200 500 規定なし 

OM2 50 µm 500 500 規定なし 

OM3 50 µm 1500 500 2,000 

OM4 50 µm 3500 500 4,700 

OM5 50 µm 3500 500 4,700 

2 種類の値がある理由、そして全モード励振と限定モード励振の違いは何でしょうか？全モード励振は LED 

光源を使用し、限定モード励振は VCSEL 光源を使用します。新しい方法と古い方法の違いです。ISO/IEC に

基づく損失/長さ試験は LED 光源を使用して行う必要があり、TIA 試験についても、楽観的な結果を防ぐために、

LED 光源の使用が推奨されます。 

多くのユーザーにとっては、以下の表の方が役立つかもしれません。 

1000Base-SX 10GBase-SR 40GBASE-SR4 100GBASE-SR10 

OM1 275 m 33 m 規定なし 規定なし 

OM2 550 m 82 m 規定なし 規定なし 

OM3 規定なし 300 m 100 m 100 m 

OM4 規定なし 400 m* 150 m 150 m 

OM5 規定なし 400 m 150 m 150 m 

* IEEE は TIA とともに、OM4 を使用した場合の 10GBASE-SR の距離を 400 m に規定しています。

注記：現行の ANSI/TIA-568.3-D の 200 MHz.km とは異なり、62.5 µm 光ファイバーのモード帯域幅は以前の 

ANSI/TIA-568-B.3 では 160 MHz.km でした。この変更は ISO/IEC 11801 との調和を目的として実施されました。

これにより距離が 1000BASE-SX では 220 m、10GBASE-S では 26 m に短縮されます。 
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また、これらの距離に関連した損失リミット値もあります。 

1000Base-SX 10GBASE-S 40GBASE-SR4 100GBASE-SR10 

OM1 2.60 dBm 2.4 dBm 規定なし 規定なし 

OM2 3.56 dBm 2.3 dBm 規定なし 規定なし 

OM3 3.56 dBm 2.6 dBm 1.9 dBm 1.9 dBm 

OM4 規定なし 2.9 dBm 1.5 dBm 1.5 dBm 

OM5 規定なし 2.9 dBm 1.5 dBm 1.5 dBm 

このため、アプリケーションを確実に稼働させるためには、距離と損失の両方を考慮して設計を行う必要が

あります。100GBASE-SR10 で 150 m をサポートするために、OM4 光ファイバーの光ファイバー損失は小さく

なくてはなりません。 

850 nm 1300 nm 1310 nm 1550 nm 

OM1 3.5 dB/km 1.5 dB/km 

OM2 3.5 dB/km 1.5 dB/km 

OM3 3.0 dB/km 1.5 dB/km 

OM4* 3.0 dB/km 1.5 dB/km 

OM5 3.0 dB/km 1.5 dB/km 

OS1 ISP 1.0 dB/km 1.0 dB/km 

OS1 OSP 0.5 dB/km 0.5 dB/km 

OS2 ISP 1.0 dB/km 1.0 dB/km 

OS2 OSP 0.5 dB/km 0.5 dB/km 

ISP = Inside Plant (屋内プラント)、OSP = Outside Plant (屋外プラント) （TIA のみに適用） 

* OM4 の上記の値は、TIA-492AAAD で規定されているもので、最小要件です。ベンダーによっては、2.3 dB/km と

見積もっています。光ファイバー配線システムの設計は、ベンダーと確認して慎重に行ってください。 

サポートされる挿入損失や距離において、OM5 は OM4 と似たパフォーマンス値ですが、ある特徴により差別化

されています。OM5 ファイバーは、850 nm 以上の波長、具体的に言えば、880 nm、910 nm、および 940 nm で

使用されるように設計されています。これはつまり、波長分割多重化を用い、4 つの同時通信をサポートできる

ことを意味します。953 nm の波長では、1 キロメートルあたり 2.3 dB の減衰値があります。OM5 のフィールド

試験ですが、試験の波長は 850 と 1300 nm の波長のみで行います。 
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重要： 

CertiFiber Pro 光損失測定試験セットで光ファイバー・

ケーブル・タイプを設定する場合は、正しいモード帯域幅の

光ファイバーを選択することが重要です。この選択が 

TIA または ISO/IEC の損失距離試験結果に影響する

ことはありませんが、LinkWare™ PC ケーブル・テスト管理

ソフトウェアのテスト・レポートの下部に表示されるネット

ワーク準拠規格が変わってきます。

CertiFiber Pro でのケーブル・タイプの設定 
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フルーク・ネットワークスについて

フルーク・ネットワークスは、優れた認証/トラブルシューティング/インストレーション･ツールを提供する世界大手

企業です。当社の製品は、重要なネットワーク・ケーブル配線インフラを設置・保守する技術者を対象にして

います。弊社は、信頼性と比類ない能力において高い評価をいただいております。最先端のデータセンターの

設置から災害時の電話サービスの復旧作業に至るまで、すべての作業を効率的に行います。 

CertiFiber® Pro ‒ 光ファイバー認証試験プロセスのすべての段階の作業効率を上げ、加速化します 

CertiFiber Pro は、2 波長、2 本の光ファイバー認証の効率を改善し、試験をわずか 3 秒で実施できます。 

Taptive (タップティブ) ユーザー・インターフェースにより、セットアップの簡素化、間違いの排除、さらにトラブル

シューティングのスピードアップが図られます。基準値設定の自動ガイダンス機能により、確実な基準値設定が

可能になり、負の損失結果発生もなくなります。将来の機能拡張に備えた Versiv プラットフォームを基本ベース

にしたことで、CertiFiber Pro は、OptiFiber Pro モジュールと組み合せて、Tier 1 (基本) / Tier 2 (拡張) 試験と

レポート作成のすべてを行えます。便利なクワッド・モジュール (4 波長モジュール) によって、シングルモードと

マルチモードの両方に対応できるばかりでなく、マルチモードの EF 適合性能もサポートします。 メタル認証用

モジュールもまたご利用いただけます。テスト結果は、専用の LinkWare PC 測定結果管理用ソフトウェアを使用

してテスト結果の解析とレポート作成も可能です。

OptiFiber® Pro OTDR ‒ データセンター/企業向け光パルス試験器 

OptiFiber Pro は、業界初の企業/データセンターの課題解決向けに一からデザインされた光パルス試験器です。

このトラブルシューティングと認証のためのツールは、シンプルでこれまでにない効率性、さらにキャンパス、データ

センターおよびストレージ・ファイバー・ネットワークのトラブルシューティングに正に必要な機能群を組み合せた

ツールです。 OptiFiber Pro は、現場の技術者を、専門知識を備えた光ファイバー専門技術者に変えてしまいます。

すなわち、業界唯一のスマートホン・タイプのユーザー・インターフェースを備えることで光ファイバー試験を

新たな高みに導きました。そして、DataCenter OTDR コンフィギュレーションにより、データセンター試験における

不確実性やエラーが排除されます。その極めて短いデッドゾーンにより仮想化データセンターにおける光ファイバー・

パッチコード試験も可能にします。これらの機能に加え、業界で最も速いトレース時間により、 OptiFiber Pro は

必須の携帯ツールとしての地位を確立しました。

FI-7000 FiberInspector™ Pro - 光ファイバー・コネクター端面を 2 秒で自動合否判定 

汚れ、へこみ、小片、および傷による問題箇所をグラフィカルに表示します。 

業界標準規格 - IEC 61300-3-35 に基づき判定できるため、端面検査における主観的な判断を削除する

ことができます。 

詳細は次のサイトをご覧ください： 

https://jp.flukenetworks.com/content/versiv-family 
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